
新型コロナウイルスの主な感染経路は以下の３つです。セルフチェックリストの対策
が、どの経路の感染を防止するために行われているのかを理解することで、飲食店
に対しより効果的な助言や指導が可能となります。
①飛沫感染
ウイルスを含む細かい水滴を吸い込むことで感染します。飛沫は比較的大きいた
め、感染者の口から出た飛沫は重力に引かれて落下しますので、マスクを着ける、
アクリル板で遮蔽する、１ｍ以上の間隔を確保することが重要になります。
②接触感染
ウイルスが付着した机やドアノブを触った手が、口や鼻に触れることで感染します。
手洗いや消毒が重要になります。
③空気感染
飛沫よりも小さい飛沫核・粒子が一定時間空気中を漂い、それを吸い込むことで
感染します。室内であれば十分に換気することが重要です。
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セルフチェックリスト提出時はどれかに✔があれば認めていましたが、「認定店」になる
ためには、④と⑤を併せた対策が実施されている必要があります。

▲の項目ですので必須項目ではありませんが、利用客と向き合う対面カウンターには、
飛沫感染を防止するための何らかの対策を実施するよう助言してください。なお、カ
ウンターで隔てられる客との間が１m以上ある場合は「該当しない」に✔を付けてくだ
さい。

空気感染を防ぐためのほぼ唯一の対策です。換気扇による換気、窓を開ける換気のい
ずれかの対策が必要です。一部の空気清浄機も有効ですが、国が認めているのは
「HEPAフィルター」タイプのみです。なお、紫外線やオゾン、次亜塩素酸水の噴霧など
空間殺菌を謳う製品もありますが、いずれも十分な効果は認められていません。
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従業員がいなくても、営業者個人の対策として必要です。飲食店で発生するクラス
ターの多くは、利用客だけでなく従業員も感染しています。
利用客の前だけでなく、更衣室や休憩室でもマスクを着用するよう助言してくださ
い。換気が不十分な休憩室で従業員が感染する事例が報告されていますので、更衣
室・休憩室の換気の状態も可能な限り確認するようにしてください。

店舗の対策だけで、感染は防止できません。入店時の声掛け、ポスターの店内掲示な
どあらゆる手段で、利用客に感染防止対策への協力を求めるよう助言してください。

利用客の連絡先の把握は必須項目ではありませんが、もし店舗の利用者や従業員で
感染が確認された場合、利用客の連絡先を全て把握していれば、感染拡大を速やか
に防止できることが出来ます。しかし、一部連絡先が不明な利用客がいる場合は、感
染拡大を防止するため、店名が公表される場合があります。
そのため、予約客だけでなく、フリー客も可能な限り連絡先を確認することが重要で
す。
「ふくしまＨＡＣＣＰアプリ」にはＱＲコードを用いた利用者把握システムがあり、簡単
に連絡先を把握することが出来ますので、現地調査時には必ず紹介してください。

店舗が宿泊施設の場合、この４項目も併せて確認してください。④の対策については、
口頭ではなく、連絡先の電話番号やマニュアルなどを実際に確認するようにしてくだ
さい。
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